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三
晃
金
属
、三
友
会
で
説
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会

省
力
施
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に
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溶
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材
料
市
況
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伸
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世
界
粗
鋼
生
産
4.3
％
減

3
月
1.6
億
㌧
、中
国
低
迷

黒ＺＡＭで

日
本
製
鉄
の
グ
リ
ー
ン
鋼
材

電
路
支
持
材
に
採
用

Ｔ
Ｒ
Ｅ
、強
靭
化
大
賞
受
賞

災
害
廃
棄
物
処
理
に
尽
力

中
部
品
質
管
理
協

幹
部
育
成
講
座
開
く

中
小
企
業
向
け

Ｈ形鋼、店売り販価

日鉄スチール
4契据え置き

コ
ス
モ
エ
ネ
と

水
素
活
用
で
提
携

岩
谷
産
業

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

買
値
1000
円
上
げ

共
英
製
鋼
名
古
屋

中
国
の
鉄
鉱
石

輸
入
3
月
微
増

年
率
最
高
ペ
ー
ス

プ
ラ
イ
メ
タ
ル
ズ

電
源
・
電
気
シ
ス

テ
ム
更
新
を
受
注

ザ
ル
ツ
ギ
ッ
タ
ー
向
け

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

G
W
期
間
中
の

受
け
入
れ
日
程

東
京
製
鉄
・
宇
都
宮

三
晃
金
属
工
業
は
24
日
、
省
力
施
工
を
テ
ー
マ
に
開
発
を
進
め
て
き
た
新
型
の
吊
り
折
版
「
ス
マ
ー
ト
ク

リ
ッ
プ
」
の
開
発
を
終
え
た
と
発
表
し
た
。
施
工
協
力
会
社
で
組
織
す
る
「
三
友
会
」
各
地
区
で
の
定
時
総

会
で
説
明
会
を
行
う
ほ
か
、
5
月
30
日
に
開
催
予
定
の
第
74
回
全
国
建
築
板
金
業
者
岡
山
大
会
で
試
作
品
の

展
示
説
明
会
を
実
施
す
る
。
説
明
会
な
ど
で
の
意
見
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
、
今
年
秋
口
に
正
式
販
売
を
開

始
す
る
。

「
ス
マ
ー
ト
ク
リ
ッ
プ
」

は
、
工
場
や
倉
庫
の
「
大

庇
」
で
多
く
採
用
さ
れ
る

「
折
版
屋
根
の
吊
り
工
法
」

専
用
商
品
。
従
来
工
法
で

は
取
り
付
け
前
に
折
版
に

ド
リ
ル
で
穴
を
開
け
て
い

た
が
、
穴
を
開
け
な
い
全

く
新
し
い
吊
り
折
版
工
法

（
特
許
出
願
中
）と
い
う
。

屋
根
材
に
穴
を
あ
け
な
い

こ
と
で
、
施
工
ス
ピ
ー
ド

は
同
社
の
検
証
記
録
に
よ

る
と
従
来
工
法
比
で
2
倍

以
上
早
く
な
る
。
ま
た
、

経
年
劣
化
に
よ
る
穴
か
ら

の
漏
水
リ
ス
ク
を
低
減
で

き
る
。

同
商
品
は
、
開
発
し
た

専
用
金
具
（
Ｃ
金
具
）
に

嵌
め
込
む
だ
け
で
仮
固
定

を
完
了
さ
せ
、
下
部
か
ら

同
じ
く
新
開
発
の
金
具

（
Ｘ
金
具
）
を
締
め
込
む

こ
と
で
突
っ
張
り
固
定
す

る
。
屋
根
材
同
士
を
強
固

に
嵌
め
合
わ
せ
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
従
来
の
吊

り
工
法
で
必
要
で
あ
っ
た

中
間
緊
結
ボ
ル
ト
で
の
固

定
も
不
要
と
な
る
な
ど
、

画
期
的
な
施
工
省
力
工
法

に
な
る
予
定
。

屋
根
材
の
め
っ
き
素
地

材
に
は
、
日
鉄
鋼
板
の
次

世
代
ガ
ル
バ
リ
ウ
ム
鋼
板

「
エ
ス
ジ
ー
エ
ル
」
を
標

準
材
と
し
て
採
用
。ま
た
、

長
期
間
風
雨
に
晒
さ
れ
る

金
具
類
に
は
、
日
本
製
鉄

の
高
耐
食
め
っ
き
鋼
板

「
Ｚ
Ｅ
Ｘ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
（
ゼ
ク

シ
ー
ド
）」を
採
用
す
る
こ

と
で
、
最
も
目
に
留
ま
り

や
す
い
屋
根
や
庇
を
長
期

的
に
美
し
く
保
つ
こ
と
が

で
き
る
。

東
京
地
区
の
溶
接
材
料

市
況
（
軟
鋼
ソ
リ
ッ
ド
ワ

イ
ヤ
、
1
・
2
㍉
径
）は
、

キ
ロ
5
5
0
円
か
ら
今
月

に
6
0
0
円
と
50
円
上
伸

し
た
。
メ
ー
カ
ー
の
値
上

げ
を
受
け
て
、
流
通
が
売

り
値
を
引
き
上
げ
た
。
メ

ー
カ
ー
の
値
上
げ
が
続
く

た
め
、
市
況
は
引
き
続
き

強
含
み
で
推
移
す
る
見
通

し
。日

鉄
溶
接
工
業
な
ど
メ

ー
カ
ー
が
4
月
契
約
分
か

ら
販
売
価
格
を
10
％
引
き

上
げ
た
。
労
務
費
や
副
資

材
の
高
騰
、
物
流
2
0
2

4
年
問
題
で
の
輸
送
費
高

騰
で
、
諸
コ
ス
ト
を
製
品

価
格
に
反
映
し
た
。
神
戸

製
鋼
所
も
6
月
納
入
分
か

ら
10
％
の
販
価
の
引
き
上

げ
を
発
表
し
て
お
り
、
流

通
は
今
後
も
転
嫁
に
努
め

る
構
え
だ
。

需
要
は
、
自
動
車
向
け

が
半
導
体
不
足
や
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
混
乱
が
収

束
に
向
か
っ
た
こ
と
で
緩

や
か
に
回
復
し
て
い
る

が
、
一
部
自
動
車
メ
ー
カ

ー
の
不
正
問
題
や
能
登
半

島
地
震
で
一
部
部
品
調
達

に
懸
念
が
出
た
こ
と
に
よ

り
先
行
き
は
不
透
明
。
造

船
向
け
は
「
建
造
量
が
回

復
し
て
き
た
こ
と
で
少
し

上
向
い
て
い
る
」（
メ
ー
カ

ー
筋
）が
、土
木
・
建
築
向

け
は
低
調
で
、「
24
年
後
半

か
ら
首
都
圏
を
中
心
に
大

型
建
築
の
着
工
が
進
む
だ

ろ
う
と
言
わ
れ
て
き
た

が
、
人
手
不
足
や
働
き
方

改
革
の
影
響
で
、
後
ろ
倒

し
し
て
い
る
」（
同
）。建
機

向
け
は
「
好
調
だ
っ
た
頃

か
ら
一
服
し
た
」（
同
）と

の
見
方
が
あ
る
。

―
―
山
口
製
造
所
長
着
任

の
抱
負
か
ら
。

「
旧
新
日
鉄
住
金
ス
テ
ン

レ
ス
光
製
造
所
時
代
以
来
、

20
年
ぶ
り
に
山
口
製
造
所
に

着
任
し
た
。
懐
か
し
さ
と
と

も
に
、
旧
日
新
製
鋼
の
周
南

エ
リ
ア
と
一
体
と
な
っ
た
製

造
所
を
運
営
す
る
こ
と
が
楽

し
み
で
も
あ
る
。
17
年
か
ら

鹿
島
製
造
所
長
、
19
年
か
ら

は
衣
浦
製
造
所
長
と
、
当
社

の
全
て
の
冷
延
生
産
拠
点
の

所
長
を
務
め
る
こ
と
に
な

る
。
製
造
所
の
基
盤
で
あ
る

安
全
、
環
境
、
防
災
、
品
質

そ
し
て
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

を
盤
石
に
す
る
こ
と
、
さ
ら

に
は
最
適
生
産
体
制
の
推

進
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
操
業
指
標
）

の
改
善
に
よ
る
製
造
実
力
の

向
上
な
ど
全
て
の
製
造
所
を

経
験
し
た
目
線
で
進
め
て
い

き
た
い
。
お
客
さ
ま
の
商
品

力
向
上
に
貢
献
す
る
ス
テ
ン

レ
ス
鋼
の
開
発
に
も
製
造
所

と
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て

い
く
」

―
―
製
造
所
の
生
産
状
況

に
つ
い
て
。

「
2
0
2
3
年
度
は
需
要

低
迷
を
受
け
低
稼
働
が
続
い

た
が
、
足
元
は
住
設
関
連
需

要
が
復
調
し
て
い
る
薄
板
は

じ
め
と
し
て
需
要
回
復
の
手

応
え
を
感
じ
て
い
る
。
本
格

回
復
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
需
要

の
増
加
を
機
動
的
に
捕
捉
で

き
る
よ
う
、
生
産
・
供
給
体

制
の
準
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
安
定
生
産
の
継
続
に
努

め
る
」

―
―
光
エ
リ
ア
で
昨
年
11

月
ス
タ
ー
ト
し
た
、
ス
ラ
ブ

用
連
続
鋳
造
設
備
（
Ｃ
Ｃ
）

の
更
新
工
事
の
進
捗
は
。

「
既
存
の
ス
ラ
ブ
Ｃ
Ｃ（
№

1
連
続
鋳
造
機
）
は
導
入
か

ら
60
年
以
上
経
過
し
て
お

り
、
新
鋭
機
に
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
す
る
。
現
在
は
基
礎
工
事

に
取
り
掛
か
っ
て
お
り
、
進

捗
は
順
調
だ
」

「
単
な
る
老
朽
更
新
で
は

な
く
、
ス
ラ
ブ
の
表
面
品
位

や
内
部
品
質
を
向
上
さ
せ
、

技
術
先
進
性
の
維
持
向
上
を

図
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
難
製

造
製
品
の
メ
ニ
ュ
ー
拡
大
を

可
能
と
し
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

分
野
や
次
世
代
自
動
車
分
野

な
ど
脱
炭
素
社
会
で
高
度
化

す
る
需
要
を
捕
捉
し
て
い

く
。」「省

合
金
二
相
ス
テ
ン
レ

ス
鋼
な
ど
当
社
の
特
長
的
な

独
自
商
品
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
は
汎

用
材
に
比
較
し

て
製
造
が
難
し

い
。
設
備
新
鋭

化
に
よ
り
製
造

実
力
や
品
質
を

向
上
さ
せ
、
汎

用
材
並
み
の
製

造
コ
ス
ト
と
納

期
対
応
を
目
指

す
な
ど
、
他
社

商
品
と
の
さ
ら

な
る
差
別
化
を
追
求
し
て
い

き
た
い
」

―
―
そ
の
他
の
設
備
投
資

に
つ
い
て
は
。

「
基
本
的
に
は
減
価
償
却

の
範
囲
内
と
い
う
目
線
で
行

っ
て
い
る
が
、
安
全
・
環
境

・
防
災
へ
の
投
資
は
必
須
で

あ
り
、
気
候
変
動
へ
の
対
処

や
今
後
一
段
と
加
速
す
る
と

見
ら
れ
る
人
手
不
足
や
人
材

多
様
化
へ
の
対
応
な
ど
、
時

代
の
要
請
を
踏
ま
え
て
、
必

要
な
設
備
・
技
術
の
導
入
を

進
め
る
」

―
―
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

「
当
所
周
南
エ
リ
ア
を
含

む
周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
企

業
が
、
自
治
体
、
学
識
経
験

者
な
ど
と
と
も
に
立
ち
上
げ

た
『
周
南
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
脱

炭
素
推
進
協
議
会
』
に
お
い

て
、
産
業
競
争
力
維
持
・
強

化
と
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
の
実
現
に
向
け
た
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
策
定
し
、
検
討
を

重
ね
て
い
る
。
当
所
と
し
て

も
製
造
工
程
に
お
け
る
Ｃ

Ｏ
2
排
出
削
減
に
向
け
、
さ

ま
ざ
ま
な
検
討
を
重
ね
る
と

と
も
に
、
お
客
さ
ま
の
Ｃ

Ｏ
2
削
減
に
寄
与
す
る
製
品

や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提
供

に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

い
く
」

―
―
人
材
育
成
や
採
用
に

つ
い
て
の
方
針
を
。

「
人
材
育
成
は
製
造
所
で

の
喫
緊
の
課
題
と
認
識
し
て

い
る
。
当
社
は
こ
こ
数
年
、

会
社
統
合
や
最
適
生
産
体
制

構
築
に
注
力
し
て
き
た
中

で
、
組
織
の
改
編
や
人
事
異

動
が
続
き
、
結
果
と
し
て
全

社
レ
ベ
ル
で
の
人
事
交
流
が

進
み
、
各
拠
点
の
文
化
の
融

合
と
相
互
理
解
が
進
む
こ
と

で
、
各
製
造
拠
点
の
製
造
実

力
の
底
上
げ
が
進
ん
で
い

る
。
今
後
も
、
人
事
交
流
を

継
続
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と

も
含
め
、
人
材
育
成
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
。
ま
た
今

後
の
事
業
運
営
に
不
可
欠
な

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推
進
に
つ
い

て
も
、
各
職
場
で
エ
キ
ス
パ

ー
ト
を
育
成
し
、
全
体
の
底

上
げ
に
つ
な
げ
て
い
く
」

「
人
材
採
用
に
つ
い
て
は
、

当
所
は
従
来
か
ら
、
地
元
の

高
校
な
ど
と
の
信
頼
関
係
を

礎
に
、
丁
寧
な
採
用
活
動
を

心
掛
け
て
お
り
、
比
較
的
順

調
に
採
用
で
き
て
い
る
。
一

方
で
は
、
当
社
を
支
え
て
い

た
だ
い
て
い
る
協
力
会
社
の

中
に
は
、
採
用
に
苦
戦
し
て

い
る
会
社
も
あ
る
と
聞
い
て

お
り
、
連
携
が
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
。
昨
年
30
年
ぶ
り

に
日
本
選
手
権
出
場
を
果
た

し
た
当
社
硬
式
野
球
部
を
と

も
に
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と

や
、
当
所
の
玄
関
駅
で
あ
る

徳
山
駅
前
へ
の
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
広
告
な
ど
を
通
じ

て
、
当
所
が
地
域
で
の
認
知

度
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
、

少
し
で
も
協
力
会
社
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
に
な
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
」

（
福
岡

紀
子
）

▽内田俊彦（うちだ・としひ
こ）氏＝91年東北大院機械工学
科修了、新日本製鉄入社。17年
新日鉄住金ステンレス製造本部
鹿島製造所長、19年日鉄ステン
レス執行役員製造本部鹿島製造
所長、19年執行役員製造本部衣
浦製造所長、22年6月執行役員
商品開発部長、24年4月現職。
若手の頃に光製造所時代の合

理化での人員削減や、衣浦製造
所長時代に製造所休止に立ち会
ったことなどは「人の大切さに
ついて身をもって感じた」。趣味
は、国内外を旅して異文化に触
れること。座右の銘は「大事を
成すには人をもって大本としな
ければならない」。65年8月8日
生まれ、福岡県出身。

世
界
鉄
鋼
協
会
が
23
日

発
表
し
た
3
月
の
鉄
鋼
生

産
実
績
に
よ
る
と
、
71
カ

国
の
粗
鋼
生
産
は
1
億
6

1
2
0
万
㌧
と
前
年
同
月

比
4
・
3
％
減
っ
た
。
中

国
の
減
少
が
響
い
た
。
イ

ン
ド
の
伸
び
な
ど
が
寄
与

し
、
中
国
以
外
は
7
3
1

0
万
㌧
と
0
・
6
％
増
え

た
。
1
―
3
月
の
71
カ
国

生
産
は
4
億
6
9
1
0
万

㌧
と
前
年
同
期
比
0
・
5

％
増
え
た
。
中
国
の
減
少

を
イ
ン
ド
や
中
東
ほ
か
の

増
加
分
が
上
回
っ
た
。

3
月
の
71
カ
国
生
産
は

前
月
比
で
7
・
8
％
増
と

2
カ
月
ぶ
り
に
増
え
た
。

中
国
は
8
・
7
％
増
、
中

国
以
外
は
7
・
0
％
増
と

そ
れ
ぞ
れ
2
カ
月
ぶ
り
に

増
え
た
。
日
産
量
は
71
カ

国
で
0
・
9
％
増
と
3
カ

月
連
続
で
増
え
た
。
中
国

は
1
・
7
％
増
、
中
国
以

外
は
0
・
1
％
増
だ
っ

た
。数

字
は
別
表
の
通
り
。

虹
技
が
建
設
し
て
い
た
八

丈
島
の
新
八
丈
町
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー（
東
京
都
八
丈
町
）

が
完
成
し
17
日
、
竣
工
式
を

行
っ
た
。
旧
施
設
が
稼
働
後

20
年
以
上
経
過
し
老
朽
化
で

ご
み
の
適
正
処
理
が
困
難
に

な
っ
た
た
め
、
2
0
2
1
年

1
月
か
ら
建
設
を
進
め
て
い

た
。
稼
働
に
伴
い
、
同
社
が

今
月
か
ら
運
転
と
維
持
管
理

を
受
託
し
て
い
る
。

新
セ
ン
タ
ー
は
、
焼
却
施

設
の
処
理
能
力
が
日
当
た
り

12
㌧
（
ス
ト
ー
カ
炉
）。マ
テ

リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
施

設
は
0
・
58
㌧
。
ご
み
の
適

正
処
理
や
長
期
安
定
的
に
処

理
す
る
能
力
と
機
能
を
備

え
、
国
立
公
園
内
に
立
地
す

る
た
め
自
然
環
境
や
社
会
環

境
と
の
調
和
、
周
辺
地
域
と

共
生
が
で
き
る
よ
う
配
慮
し

た
。可

動
式
ス
ト
ー
カ
で
連
続

定
量
供
給
を
行
い
、
燃
焼
温

度
の
変
動
が
少
な
く
安
定
し

た
燃
焼
を
維
持
で
き
、
安
全

で
安
定
的
な
処
理
を
実
現
し

た
。
排
ガ
ス
中
の
有
害
物
質

の
基
準
値
も
法
規
制
値
を
下

回
る
厳
し
い
自
主
基
準
値
で

管
理
し
、
周
辺
環
境
に
優
し

い
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
施
設
で
は
、
ビ
ン
類
や

缶
類
、発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
、蛍

光
灯
な
ど
を
安
全
に
処
理
す

る
。

日
本
製
鉄
は
24
日
、
同

社
の
マ
ス
バ
ラ
ン
ス
方
式

を
適
用
し
た
グ
リ
ー
ン
ス

チ
ー
ル
「
Ｎ
Ｓ
カ
ー
ボ
レ

ッ
ク
ス
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」

が
南
電
機
（
本
社
＝
大
阪

市
西
区
、岡
崎
英
雄
社
長
）

の
電
路
支
持
材
向
け
で
、

高
耐
食
め
っ
き
鋼
板
「
黒

Ｚ
Ａ
Ｍ
」
と
し
て
初
採
用

さ
れ
た
と
発
表
し
た
。
電

路
支
持
材
で
も
初
。
対
象

製
品
に
お
け
る
鉄
鋼
製
造

プ
ロ
セ
ス
で
の
Ｃ
Ｏ
2
排

出
量
の
1
0
0
％
に
相
当

す
る
削
減
量
を
割
り
当
て

る
。
製
造
場
所
は
瀬
戸
内

製
鉄
所
阪
神
地
区
（
堺
）

で
5
月
に
出
荷
予
定
。

黒
Ｚ
Ａ
Ｍ
は
日
本
製
鉄

が
製
造
す
る
溶
融
め
っ
き

鋼
板
Ｚ
Ａ
Ｍ
に
特
殊
な
工

程
を
付
加
し
、
め
っ
き
層

そ
の
も
の
を
黒
色
化
し
た

「
黒
色
め
っ
き
鋼
板
」で
、

曲
げ
加
工
、
プ
レ
ス
加
工

を
施
し
て
も
黒
色
意
匠
が

確
保
で
き
る
。
低
カ
ー
ボ

ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
（
Ｃ

Ｆ
Ｐ
）
で
の
黒
色
意
匠
付

与
を
実
現
し
て
い
る
点

が
、
施
主
か
ら
高
く
評
価

さ
れ
て
お
り
、
公
共
建
築

物
を
中
心
に
採
用
実
績
を

増
や
し
つ
つ
あ
る
。

南
電
機
は
建
築
物
に
利

用
さ
れ
る
ケ
ー
ブ
ル
ラ
ッ

ク
・
レ
ー
ス
ウ
エ
イ
な
ど

の
電
路
支
持
材
を
製
造
販

売
し
て
い
る
。
昨
今
の
耐

震
ニ
ー
ズ
か
ら
天
井
パ
ネ

ル
を
設
置
し
な
い
「
表
し

天
井
」
へ
の
「
黒
色
資
材

ニ
ー
ズ
」
に
着
目
。
2
0

1
9
年
か
ら
は
黒
Ｚ
Ａ
Ｍ

を
素
材
と
し
、
後
塗
装
で

発
生
す
る
Ｃ
Ｏ
2
の
排
出

削
減
で
き
る
電
路
支
持
材

を
販
売
し
て
い
る
。
同
社

は
ス
コ
ー
プ
3
上
流
に
お

け
る
温
室
効
果
ガ
ス
（
Ｇ

Ｈ
Ｇ
）
排
出
量
削
減
に
寄

与
す
る
「
Ｎ
Ｓ
カ
ー
ボ
レ

ッ
ク
ス
・
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」

が
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け

た
企
業
の
活
動
と
し
て
必

要
な
対
策
の
一
つ
と
認
識

し
、
採
用
に
至
っ
た
。

Ｔ
Ｒ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
は
24
日
、
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
ジ
ャ
パ
ン
推
進
協
議

会
が
主
催
す
る
「
第
10
回

ジ
ャ
パ
ン
・
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
・
ア
ワ
ー
ド
（
強
靭
化

大
賞
）」の
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
と
発
表
し
た
。
23
日

に
イ
イ
ノ
ホ
ー
ル
（
東
京

都
千
代
田
区
）
で
開
催
さ

れ
た
授
賞
式
に
阿
部
光
男

社
長
が
出
席
し
た
。
災
害

系
廃
棄
物
の
処
理
な
ど
へ

の
長
年
の
尽
力
が
評
価
さ

れ
た
。

同
社
が
進
め
る
「
迅
速

な
災
害
廃
棄
物
処
理
・
復

興
に
貢
献
す
る
Ｗ
Ｘ
・
レ

ジ
リ
エ
ン
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
が
授
賞
の
対
象
と
な

っ
た
。
Ｗ
Ｘ
は
、
廃
棄
物

（
Ｗ
ａ
ｓ
ｔ
ｅ
）
の
処
理

の
質
的
変
化
（
Ｔ
ｒ
ａ
ｎ

ｓ
ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
）
を
意
図
し
た
同
社
の

造
語
。
東
日
本
大
震
災
や

能
登
半
島
地
震
な
ど
複
数

の
災
害
で
発
生
し
た
災
害

廃
棄
物
の
処
理
に
大
き
く

貢
献
し
て
い
る
点
が
評
価

さ
れ
た
。

複
数
の
グ
ル
ー
プ
会
社

が
自
治
体
と
災
害
時
に
お

け
る
協
力
に
関
す
る
協
定

締
結
を
進
め
た
点
も
防
災

に
関
す
る
地
域
づ
く
り
へ

の
取
り
組
み
と
し
て
認
め

ら
れ
た
。
ま
た
、
2
0
2

3
年
12
月
に
東
北
大
学
と

共
同
で
Ｗ
Ｘ
共
創
研
究
所

を
開
設
す
る
な
ど
、
災
害

廃
棄
物
の
問
題
を
解
決
す

る
Ｗ
Ｘ
高
度
化
へ
の
取
り

組
ん
で
い
る
点
も
重
視
さ

れ
た
。

同
ア
ワ
ー
ド
は
「
強
靭

な
社
会
」
を
構
築
す
る
取

り
組
み
を
発
掘
、評
価
、表

彰
す
る
制
度
。
今
回
は
内

閣
総
理
大
臣
賞
、
国
土
強

靱
化
担
当
大
臣
賞
、
グ
ラ

ン
プ
リ
な
ど
の
ほ
か
、
準

グ
ラ
ン
プ
リ
に
3
団
体
、

最
優
秀
賞
に
18
団
体
、
優

秀
賞
に
20
団
体
、
優
良
賞

に
5
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
選

ば
れ
た
。
授
賞
式
に
は
岸

田
文
雄
首
相
も
出
席
し

た
。主

催
す
る
協
議
会
は
、

国
土
強
靱
化
基
本
法
に
基

づ
く
産
学
官
民
連
携
の
た

め
、
14
年
に
設
立
さ
れ

た
。
政
策
に
関
す
る
民
間

の
立
場
か
ら
の
提
言
な
ど

を
行
う
。

中
部
品
質
管
理
協
会

（
会
長
＝
藤
岡
高
広
・
愛

知
製
鋼
会
長
）
は
23
日
、

名
古
屋
市
中
村
区
の
同
協

会
研
修
室
で
、
新
た
に
開

講
し
た
「
中
小
企
業
向
け

工
場
幹
部
育
成
講
座
―
工

場
全
体
の
問
題
・
課
題
解

決
を
実
践
で
き
る
人
材
を

育
成
―
」
を
実
施
し
た
。

開
講
に
あ
た
り
藤
岡
会
長

も
講
義
を
行
い
、
参
加
し

た
19
社
の
会
員
が
熱
心
に

聴
講
し
た
。

こ
の
講
座
は
、
中
小
企

業
各
社
が
抱
え
る
問
題
・

課
題
を
解
決
で
き
る
人
材

育
成
（
人
づ
く
り
）
に
役

立
ち
、
持
続
的
成
長
へ
と

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
や
、

管
理
者
や
工
場
責
任
者
・

幹
部
の
学
び
直
し
、
次
期

幹
部
の
育
成
を
目
的
に
開

講
。座

学
と
テ
ー
マ
指
導
で

構
成
さ
れ
、
座
学
は
期
間

が
4
―
8
月
ま
で
、
内
容

は
工
場
管
理
と
管
理
者

（
工
場
幹
部
）の
役
割
り
、

改
善
手
法
、統
計
的
な
考

え
方
、品
質
保
証
と
自
工

程
完
結
な
ど
。テ
ー
マ
指

導
は
、
期
間
が
9
月
―
2

0
2
5
年
1
月
ま
で
で
、

受
講
企
業
の
個
別
の
問
題

に
対
し
担
当
講
師
が
現
地

現
物
で
個
別
指
導
す
る
。

講
座
を
受
講
す
る
こ
と

で
、
現
場
管
理
に
必
要
な

考
え
方
・
統
計
的
知
識
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
や
、
現

場
の
問
題
を
顕
在
化
さ

せ
、プ
レ
ゼ
ン
し
全
社（
工

場
）
活
動
を
推
進
さ
せ
る

ス
キ
ル
、
慢
性
不
具
合
の

対
策
な
ど
現
場
で
必
要
な

改
善
の
実
践
力
―
―
な
ど

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で

き
る
。

開
講
初
日
に
あ
た
り
藤

岡
会
長
が
、「
工
場
幹
部
育

成
講
座
受
講
に
あ
た
っ

て
、
実
り
あ
る
セ
ミ
ナ
ー

の
た
め
に
」
と
題
し
て
講

義
を
実
施
。
自
工
程
完
結

や
問
題
解
決
、Ｔ
Ｑ
Ｍ（
総

合
的
品
質
管
理
）、Ｑ
Ｃ
サ

ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
概
要

に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と

も
に
、
こ
の
講
座
で
学
ん

で
ほ
し
い
ポ
イ
ン
ト
や
、

受
講
者
へ
の
期
待
な
ど
を

述
べ
た
。

日
鉄
ス
チ
ー
ル
は
24

日
、
4
月
契
約
分
（
5
月

生
産
分
）
の
店
売
り
向
け

Ｈ
形
鋼
の
販
売
価
格
を
前

月
分
か
ら
据
え
置
く
と
発

表
し
た
。
販
価
据
え
置
き

は
3
カ
月
連
続
。

同
社
で
は
1
月
契
約
分

か
ら
ト
ン
当
た
り
5
0
0

0
円
の
値
上
げ
を
打
ち
出

し
て
い
る
。
人
手
不
足
な

ど
に
よ
る
工
事
の
遅
れ
で

足
元
の
建
設
用
鋼
材
の
需

要
は
鈍
い
が
、
電
力
料
金

を
中
心
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
価
格
や
輸
送
費
な
ど
の

コ
ス
ト
の
上
昇
が
続
く
。

「
こ
れ
ま
で
の
値
上
げ
分

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
浸
透

度
合
い
を
見
極
め
た
い
」

（
同
社
）
と
し
て
販
価
を

据
え
置
い
た
。

同
日
に
大
阪
と
き
わ
会

が
発
表
し
た
3
月
末
時
点

の
大
阪
地
区
Ｈ
形
鋼
在
庫

は
、
商
社
・
特
約
店
を
合

わ
せ
た
総
在
庫
が
前
月
比

1
・
5
％
減
の
6
万
6
2

0
0
㌧
だ
っ
た
。
5
カ
月

ぶ
り
の
減
少
で
先
高
を
見

越
し
た
仮
需
の
動
き
が
一

部
で
見
ら
れ
た
と
い
う
。

引
受
数
量
に
つ
い
て
は

「
取
引
先
の
在
庫
状
況
な

ど
を
勘
案
し
て
慎
重
に
対

応
し
、
実
需
に
見
合
っ
た

生
産
を
継
続
す
る
」（
同
）

と
し
て
い
る
。

岩
谷
産
業
と
コ
ス
モ
エ

ネ
ル
ギ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
は
23
日
、
資
本
業
務

提
携
契
約
を
締
結
す
る
と

発
表
し
た
。
水
素
エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野
で
、
コ
ス
モ
エ

ネ
ル
ギ
ー
グ
ル
ー
プ
が
保

有
す
る
サ
ー
ビ
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｓ
Ｓ
）
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
水
素

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
拡

大
や
、
両
社
が
持
つ
水
素

事
業
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ

な
ど
の
経
営
資
源
を
最
大

限
活
用
す
る
こ
と
で
製
造

か
ら
供
給
ま
で
の
水
素
供

給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

を
進
め
る
。

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に

向
け
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

社
会
に
向
け
た
イ
ン
フ
ラ

整
備
や
国
内
の
グ
リ
ー
ン

水
素
製
造
な
ど
に
取
り
組

み
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
産
業

ガ
ス
分
野
の
調
達
・
製
造

機
能
を
強
化
す
る
。

共
英
製
鋼
名
古
屋
事
業

所
は
24
日
か
ら
、
鉄
ス
ク

ラ
ッ
プ
の
建
値
を
全
品
種

一
律
1
0
0
0
円
値
上
げ

し
た
。
改
定
後
の
Ｈ
2
建

値
は
4
万
8
5
0
0
円
。

【
上
海
支
局
】
中
国
の

3
月
の
鉄
鉱
石
輸
入
量
は

1
億
71
万
8
0
0
0
㌧
と

前
年
同
月
比
0
・
5
％
増

え
た
。
1
―
3
月
の
合
計

は
3
億
1
0
1
2
万
5
0

0
0
㌧
で
年
率
12
億
㌧
と

過
去
最
高
ペ
ー
ス
。
建
設

中
心
に
鉄
鋼
の
需
要
は
低

調
だ
が
、
粗
鋼
生
産
は
高

位
を
保
ち
、
原
料
需
要
が

増
え
続
け
て
い
る
。
3
月

の
平
均
輸
入
単
価
は
ト
ン

1
2
5
・
96
㌦
（
約
1
万

9
5
0
0
円
、
Ｃ
Ｉ
Ｆ
）

と
1
―
2
月
平
均
に
比
べ

3
・
9
％
下
が
っ
た
が
、

前
年
同
月
よ
り
7
％
高

く
、
高
値
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
。

プ
ラ
イ
メ
タ
ル
ズ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
ズ
は
24
日
、
独

ザ
ル
ツ
ギ
ッ
タ
ー
グ
ル
ー

プ
傘
下
の
ザ
ル
ツ
ギ
ッ
タ

ー
フ
ラ
ッ
ハ
シ
ュ
タ
ー
ル

か
ら
熱
間
圧
延
ラ
イ
ン
向

け
ス
ラ
ブ
サ
イ
ジ
ン
グ
プ

レ
ス
用
電
源
お
よ
び
電
気

シ
ス
テ
ム
の
全
面
的
な
更

新
工
事
を
受
注
し
た
と
発

表
し
た
。

新
型
の
サ
イ
ク
ロ
コ
ン

バ
ー
タ
ー
と
低
電
圧
Ａ
Ｃ

ド
ラ
イ
ブ
を
導
入
し
、
ス

ラ
ブ
サ
イ
ジ
ン
グ
プ
レ
ス

の
電
源
お
よ
び
電
気
シ
ス

テ
ム
を
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド

す
る
も
の
で
、
近
代
化
に

よ
り
稼
働
率
の
向
上
と
将

来
的
な
予
備
品
の
確
保
を

入
手
し
や
す
く
す
る
こ
と

な
ど
が
狙
い
。
定
修
期
間

中
に
交
換
工
事
を
行
い
、

本
年
12
月
に
完
工
す
る
計

画
。

東
京
製
鉄
の
宇
都
宮
工

場
は
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
期
間
中
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
受
け
入
れ
予
定
を
次
の

通
り
決
め
た
。

〈
陸
上
〉

▽
4
月
25
日
…
12
時
ま

で
▽
4
月
26
―
29
日
…
荷

受
け
止
め

▽
4
月
30
日
―
5
月
2

日
…
8
―
24
時

▽
5
月
3
―
6
日
…
荷

受
け
止
め

▽
5
月
7
日
…
6
時
か

ら
荷
受
け
再
開

世界粗鋼生産
（単位 :100万㌧、％）

3月 前 年
同月比 1―3月 前 年

同期比
地域別
アフリカ 1.9 1.1 5.6 8.3
アジア・オ
セアニア 118.3 �5.8 345.9 �0.4

EU27 11.6 �4.3 33.0 �1.4
他欧州 3.9 11.0 11.3 20.5
中東 4.8 4.0 13.7 12.1
北米 9.5 �1.4 27.2 �1.9
ロシア、他CIS、
ウクライナ 7.8 1.5 21.8 1.6

南米 3.5 �0.2 10.6 3.2
71カ国計 161.2 �4.3 469.1 0.5
上位10カ国
中国 88.3 �7.8 256.6 �1.9
インド 12.7 7.8 37.3 9.7
日本 7.2 �3.9 21.5 �0.8
米国 6.9 0.0 19.9 �1.6
ロシア 6.6 0.8 18.7 �0.2
韓国 5.3 �9.5 16.2 �2.5
ドイツ 3.5 8.4 9.7 6.0
トルコ 3.2 18.0 9.5 28.4
ブラジル 2.8 5.6 8.3 6.2
イラン 2.8 2.0 7.6 16.3

世界鉄鋼協会

新
八
丈
町
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
外
観
㊤
、
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
の
様
子
（
右
端
が
山
本
幹
雄
社
長
）

虹技が建設、竣工式開く
八丈島の新ごみ処理場八丈島の新ごみ処理場

表
彰
を
受
け
る
阿
部
光
男

社
長
㊨

黒
Ｚ
Ａ
Ｍ
製
ケ
ー
ブ
ル
ラ

ッ
ク
（
提
供
＝
南
電
機
）

日刊産業新聞24.4.25

光
の
連
鋳
更
新
、差
別
化
追
求

光
の
連
鋳
更
新
、差
別
化
追
求

内田俊彦氏

日鉄ステンレス
山 口 製 造 所

講
義
す
る
藤
岡
会
長


